
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和４年度 香川県職業能力開発審議会議事録 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
日時：令和４年 12月 26 日（月） 

14 時 00 分～15時 00 分 

場所：県庁本館 12階 大会議室 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



１ 会議の日程及び場所 
 日時：令和４年 12 月 26 日（月）14時 00 分～15 時 00 分 

場所：県庁本館 12階 大会議室 
 
２ 出席委員 
〔学識経験者委員〕 
西中美和会長、梶島岳夫委員、川崎聡委員、佐藤扶美子委員、澤田功委員 

〔事業主代表委員〕 
白井正人委員、白石幸一委員、古川俊文委員 

〔労働者代表委員〕 
増田さつき委員、渡辺康雄委員 

 
以上、香川県職業能力開発審議会委員 15 人中 10 人の出席につき、香川県職業能力開発審議会

条例第５条第２項に定める「委員の２分の１以上」の出席の会議開催要件を充足した。 
西中会長が、白石委員及び渡辺委員を議事録署名人に指名した。 

 
３ 議題 
（1）高等技術学校職業訓練実施状況について 
（2）第 11 次香川県職業能力開発計画（数値目標）の進捗状況について 
（3）その他 
 
４ 議事録 

議題（1）高等技術学校職業訓練実施状況について 

●議長が「職業訓練の概要」及び「職業訓練の実績」について事務局に説明を指示した。 
●事務局が配付資料に基づき説明した。 

 ・職業訓練の概要【資料１-１、１-２、１-３】 
 ・職業訓練の実績【資料２-１、２-２、２-３】 
●議長が、委員に事務局の説明に対する質疑を求めた。 

（委員）特になし 
 
●議長が「職業訓練の見直し」について事務局に説明を指示した。 
●事務局が配付資料に基づき次の３件の内容について説明した。 

 ・電気工事科とビル設備管理科の統合について（令和５年度～）【資料３】 
 ・自動車工学科の定員の見直しについて（令和６年度～）【資料４】 
 ・在職者訓練における訓練コースの見直しについて（令和５年度～）【資料５】 
●議長が、委員に事務局の説明に対する質疑を求めた。 

（委員）特になし 
 
 



議題（2）第 11次香川県職業能力開発計画（数値目標）の進捗状況について 

●議長が事務局に説明を指示した。 
●事務局が配付資料に基づき次の２件について説明した。 

 ・第 11 次香川県職業能力開発計画の概要【資料６】 
 ・第 11 次職業能力開発計画（数値目標）の進捗状況【資料７】 
●議長が、委員に事務局の説明に対する質疑を求めた。 

（委員）特になし 
 

議題（3）その他 

●議長が「高等技術学校の愛称設定」について事務局に説明を指示した。 
●事務局が、全都道府県の職業能力開発校における愛称の設定状況について資料８に基づき説明

した。高等技術学校においても認知度向上等を目的として愛称を設定することとし、決定過程

も含めて高等技術学校の周知啓発につなげるため公募の方法を取ることについて説明のうえ、

委員へ協力を依頼した。 
●議長が、委員に事務局の説明に対する質疑を求めた。 

（委員）特になし 
 
●議長から、県の職業能力開発全般について質疑、意見等を委員に求めた。 

（委員） 
高等技術学校への企業からの直接求人の倍率はどの程度であるか。香川県における直近の有

効求人倍率は 1.55 倍であるが、それと比較してどのような状況であるか。 
 

（事務局） 
高等技術学校は新規学卒者を対象とした技術専門コースと、求職者を対象とした求職者向け

コースに分かれている。技術専門コースについては、どの科においても求人倍率は高く、おお

むね５倍程度である。特に自動車工学科については 20 倍程度の求人倍率となっている。 
求職者向けコースについては、就職活動はハローワークと連携して進めており、学校におい

て就職相談、就職支援を行うとともに、ハローワークでの相談を促している。このため、企業

から高等技術学校に直接照会のある求人は若干数である。正確な数値ではないもののあえて求

人倍率を示すとすると 0.2 倍、0.3 倍程度と考えられる。 
 

（委員） 
技術専門コースをはじめとする技術系の訓練科については、求人状況が良いということであ

るが、その一方で今回の訓練見直しは定員を減ずることとなっており、その理由の一つとして

入校者数が少ないことが挙げられていた。求人側の数字よりも入校者側の数字を基に検討され

ているような印象を受けるとともに、地域の人材輩出ニーズに応えるという側面を考えると、

検討の方向性に疑問を感じた。その点はどのように考えているか。 
 
 



（事務局） 
御指摘のとおり近年の応募状況を検討要素の一つとしている側面もある。 
一方で、丸亀校における電気工事科とビル設備管理科の統合については、資格の取得に重複

があることや、現状の指導員の体制も踏まえ、最も効率的な形で職業訓練事業を実施するとと

もに、求職者にとって魅力的な訓練を設定することを目的としている。 

また、自動車工学科については、訓練における安全面を維持しつつ、自動車技術の高度化に

対応した質の高い訓練を実施するには、現状の定員数では難しいという検討結果である。 

 

（委員） 

入校者確保については、学校の認知度がかなり大きなテーマであると考える。ポリテクカレ

ッジにおいても認知度は大きなテーマであり、大学の工学部や工業大学など文部科学省系の学

校と比べると認知度は十分ではないと認識している。ポリテクカレッジにおいては、認知度を

高める取組みとして、香川県内のほぼ全ての高校に毎年先生方が手分けして訪問し、説明を行

っている。「四国職業能力開発大学校附属高知職業能力開発短期大学校」が設置されている高知

県は別として、愛媛県及び徳島県の主だった高校にも訪問し、説明を行っている。さらに、複

数回説明に伺う高校もある。このように自ら出て行って説明するといった積極的な活動を実施

している。 
オープンキャンパスの開催にも力を入れており、訪れた高校生の進路の選択肢になるよう努

めている。 
方法には違いがあるかとは思うが、認知度の向上について、いい取組みがあれば情報共有し

たい。 
 

（事務局） 
技術専門コースについては、３回の募集日程を設定しているが、その募集の都度、高等技術

学校の指導員が県内の高校に訪問し、説明を行っている。合わせて、県内の短期大学及び専門

学校には資料を送付しているが、応募者確保は難しい状況である。 
また、学校の認知度を上げる取組みとして学校祭を実施していたものの、令和２年度及び令

和３年度の２年間は、新型コロナウイルスの影響で学校祭は中止とした。今年度高松校の学校

祭を再開したところであり、今後も認知度を高める取組みを行っていきたいと考えている。 
 

（事務局） 
労働政策課においては、香川県教育委員会と連携し、進路指導の先生方の集まりや校長会等

にて高等技術学校のパンフレットを配布するなどの取組みを行っている。 
 
（委員） 

香川職業能力開発促進センターは「ポリテクセンター香川」の愛称を設定しており、「ポリテ

ク」で広く一般に知名度が浸透している。議題３で高等技術学校の愛称の設定について説明が

あったが、設定する愛称が「ポリテク」と類似した場合、求職者の方々等が混同することが危

惧される。愛称設定においては、可能な限り混同の無いものとなるよう配慮いただきたい。 



（委員） 

ものづくり系の企業においては、現状の市場の変化に伴って、ニーズに合った技術の導入な

ど、新たな取組みを行っている。一方で、高等技術学校の訓練内容は、パンフレットを見る限

り古い技術であると感じる。例えば、丸亀校の金属ものづくり科は、ガス溶接がメインの訓練

内容であるように受け取れるが、ガス溶接を主に利用する県内事業所は少ない。県内事業所に

おいては、半自動アーク溶接やＴＩＧ溶接を主に利用しており、ポリテクセンターには、これ

らの内容をメインとする科がある。 
採用する立場では、訓練修了者であっても即戦力とはならないため、業務に必要な技術を入

社後教える必要がある。 
求職者から見ても、動画共有サイトやＳＮＳ等で最新の技術・技能を手軽に勉強できる時代

に、古い技術の訓練内容では、魅力を感じにくく、正直、「行きたい。」とは思わないのではな

いか。 
  また、特定の分野に特化した科の設定ではなく、さまざまな分野をまたぐような内容につい

て考えてみても良いのではないか。例えば、家具製造においては、単純に家具を作るだけでは

なく、インテリアコーディネートや内装リフォームと合わせた相談など、仕事の幅が広くなっ

てきている。このような仕事の関連性を意識し、間口を広げたような、楽しめるような、夢を

もてるような内容があれば良いのではないか。 
いくつかの訓練科を横断できるような、新しい取組みを視野に入れてはどうか。 
 

（事務局） 
新しい取組みについては、我々も魅力ある訓練内容でなければ応募者の確保は困難であると

考えている。 
例えば、高松校の機械システム科において、今年度から新たに３Ｄプリンタを導入した。若

者がものづくりへ興味を持つきっかけになればと考えている。 
また、同校の造園科でも、ＣＡＤを導入した。造園は「剪定」や「石を積む」等のイメージが

強いと思うが、それでは今の時代についていけないと考え、ＣＡＤを用いてコンピュータ上で

想定していくという訓練を実施している。 
いきなり高度なものを取り入れるというのは難しいが、少しずつでも新たな技術や魅力のあ

るものを取り入れていきたいと考えている。 
 
 
 
以上のとおり、質疑・応答がなされ、会議を閉会した。 




















































